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高殿良博先生のご退任に寄せて
国際関係学部長　野　津　勝　美
国際関係学部は,アジア問題に造詣の潔い先生方から構成されているのが
その特徴である.そのなかのお一人である高殿先生がインドネシア語の専任
教員として本学に来られたのは1984年4月であった.インドネシア語教育
は本学建学の歴史に特別な意味を持っていた.亜細亜大学の前身は,アジア
の興隆に寄与する人材の育成を目的に,戦前の1941年に開設された興亜専
門学校で,同校の学科には本科と専修科があり,本科の修業年限は3ヵ年で
満蒙支科,南洋札　内地科の3科に分かれ,南方語学は多彩でマレー語,メ
イ語,ビルマ語などがあった… 1942年に戦局が激しさを増すと在学生にま
で海外派遣が要請されるようになり, 1943年2月からは第3期生32人,
1944年2月には第5期生に専修科生を加えた約60人が現地インドネシアに
出発している(『亜細亜学園五十年』 76-79頁).
戦後インドネシア独立後に展開された新たな関係構築をみると,亜細亜大
学発足以降, 1989年にインドネシア大学学生交換プログラムが発足してい
る.衛藤学長(当時)の名代としてイ1/ドネシ7大学に赴いた高殿先生のご
尽力で同大学との学術文化協定が締結され,両校間で学生交換が開始された.
現在,東南アジア諸国連合(ASEAN)の盟主であるインドネシアと日本
は経済関係を軸に強い秤で結ばれている.日本のインドネシア向け直接投資
額は2005年には11億8500万ドルと東アジア地域では中国,タイに次ぎ第
3位である. 2007年には日本…インドネシア経済連携協定(EPA)が締結さ
れ, 2008年は両国の国交樹立50周年にあたる.戦後のアジア外交のなかで
成功した稀有な例とされるのも首肯できよう.
かかる友好的な日本・インドネシア関係の構築は,関係する市民,経済人,
政治家,研究者による人的交流の横み上げがあって成し遂げられたものであ
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る.高殿先生もそのお一人であられた.先生は,大学を卒業後まもなく
1970年からインドネシア大学文学部インドネシア語学科に留学など1982年
までの12年間インドネシアに滞在されておられる.その後,前述のとおり
1984年4月に本学アジア研究所の専任教員に就任され,インドネシア語に
加えてインドネシア地域研究に従事された.そして国際関係学部の開設に伴
い本学部に移られた… 1992年9月には再びイソドネシア大学に戻り,同大
学大学院言語学専攻博士課程に入学, 2年後の1994年2月には同課程を終
えられた.
高殿先生は,研究面においては日本インドネシア学会,東南アジア学会に
所属し,数多くの研究成果を学会誌,紀要に公表されておられる…　言語学者
としてインドネシア語の諺,比職などを駆使して,インドネシアのコミュニ
ケーション様式を体系化することで異文化理解の理論化を深められた…
教育面では,インドネシア語は高殿先生の本領発揮の領域である.教育効
果をあげるペく『インドネシア会話手帳』, 『インドネシア語基本単語2000.』
など初学者むけの教科書執筆や,ビデオテ-プなどの教材開発で成果をあげ
られた.また,学生指導にも熱意をもってあたられ, 1998年の創設以来ガ
ムラン研究会の敢問であられる.さらには,先生は国内ゼミ合宿,インドネ
シアにおけるゼミ研修にも取り組まれており,参加学生の好評を博してこら
れた,
行政面では,国際関係学部長職に2002年から2期4年間就任され,学部
改革に献身された.学部長職の激務を終えられても休むことなく, 2006年
から3年間,文部科学省大学設置・学校法人審議会専門委員(大学設置分科
会)の公職に就いておられる.
高殿先生には,その穏やかな人柄に甘えて,学部において対応の難しい案
件をご相談することが多かったが,快くお受けいただいた…　その際,常に先
生から斬新なアイデアに富む,かつ的確なご助言をいただいた…
これまで先生が果たしてこられた,多くのご尽力に心から感謝申し上げま
す.有難うございました.今後の一層のご活躍とご多幸をお祈りいたします.
